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(一)

1月31日は国民年金保険料
第3期分の納期限です

1月31臼はみなさん自身の年金(恩給〉

となる国民年金保険料の第三期 C10、11
12月分〉の納期限です。ぜひ納期内に完
納されるようお願いします。

国
保
被
保
険
者

の
異
動
な
ど

朝
追
橋
、

萱
瀬
宮
代
郷
萱
瀬
小
学

校
前
の
朝
追
橋
、
同
原

郷
石
場
橋
は
昭
和
三
十

二
年
七
月
二
十
五
日

の

水
害
で
流
失
し
ま
し
た

が
、
そ

の
後
コ
シ
ク
リ

l
ト
橋
に
そ
れ
ぞ
れ
架

こ
と
に
朝
追
橋
は
橋
脚
が
な
く
V
S
ゴ
シ
ク
リ

l

⑪ 

石
場
橋

け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

ト
造
り
で
す
。

昭
和

三
十
二
年

七
月

二
十
五
日
の
水
害
は
空
前
の
災
害
で
尊
い

人
命
が
失

、
な
わ
れ
、
家
屋
、
河
川
、

道
路
、

農
地
等
の
損
害
は
莫
大
な
も
の
で
、
そ
の

復
旧
が
大
変
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
全
市
民
の
努
力
と
協
力
に
よ
h
y
復

興
さ
れ
、
水
魔
の
爪
跡
も
消
え
、

い
ま
で
は
災
害
前
よ
り
立
一
郎
に
な
っ

て
い

ま
す
。
い
ま
ま
で
十
回
に
わ
た
り

「
復
興
の
あ
し
あ
と
」
と
し
て
、

復
興
へ

の
努
力
の
あ
と
を
ふ
り
か
え
っ
て
見
ま
し
た
が
、
本
田
で
、
こ
の
欄
を
閉
じ

た
い
と
存
じ
ま
す
。

一
分
列
行
進
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
ま
一
則
菌
、

森
雪
馬
、
上
野
寿
四
郎
、
二

、
十
三
分
団

一ま
の
体
形
で
桜
田
の
堀
ヘ
向
い
、
一
大
塚
倍
謡
、
宮
代
一
夫
、
岳
田
満
一
一

般
人
の
消
防
協
力
者
日

一全
車
両
が
海
岸
に
向
け
て
一
斉
に

一雄
、
原
幸
雄、

仁
田
勝
俊
、

山
口

一三
浦
農
業
協
同
組
合
、
卒
費
藤
次

一
白
龍
天
を
沖
す
る
放
水
訓
練
を
行
一
叡
、
卒
野
覚
、
朝
長
清
見
、
渡
辺
一

(
須
田
ノ
木
)
柴
田
大
寿

(
田
ノ

一
な
い
ま
し
た
。
ひ
き
つ
づ
き
陸
上
一
寅
雄
、
山
口
買
、
永
野
寛
十
、
児

一一
中
)
坂
根
三
鶴
(
柴
田
)
尾
崎
邦

時
四
一
自
衛
隊
大
村
部
隊
の
音
楽
隊
柔
一

玉
弘
、
中
島
武
夫
、

淵
信
隆
、
広

一治

(
柴
田
)
寺
井
武
人
(
乾
馬
場

笠

宮

中
央
公
民
舘
前
ま
で
市
中
行
一
瀬
武
男
、
竹
末
恒
男
、
山
口
喜
久

一林
七
郎
(
上
小
路
口
)
大
杉
宰
吉

下
一
進
を
行
な
い
大
村
市
消
防
団
の
勇

一雄、

三
岳
久
雄
、
今
富
侃
、
上
谷
一

(
下
小
路
口
)
社
鶴
吉
(
鬼
橋
町
)

広
一
姿
を
市
民
の
開
L
く
り
ひ
ろ
げ
ま
一
尭
夫

一長
田
広
次
(
賀
瀬
)
辻
監
(
宮
小

捌
一

し
た
。

一ム
退
団
者
H
山
口
清
次
、
高
以

一路

)

(

消

防

本

部

)

司

一表
彰
さ
れ
た
人
た
ち
は
つ
ぎ
の
と
一
良
恒
器
、
富
岡
清
見
、
古
賀
繁
雄

一

農

委

選

挙

人

名

怨

を

上
一

お

り

で

す

。

(

敬

称
各
)
一岩
本
勝
見
、
入
口
辰
一
、
前
回
竹

一

享
一

回
一
良
、
水
野
勝
見
、
福
田
久
雄
、

一

2
月
3
固

ま

で

縦

覧

つ
一

門
県
知
事
表
彰
】

一室
清
、
上
野
朝
雄
、
田
添
正
、

一昨
年
十
二
月

一
日
現
在
で
調
製
し

一

富
浦
松
行
、
藤
崎
種
雄

一光
富
士
要
、
杉
本
一夫、

松
一
部
政

一ま
し
た
、
大
村
市
農
業
委
員
会
蚕

一
【
県
消
防
協
会
表
彰
】

一
俊
、
富
永
茂
樹
、
作
利
勝
見
、
申
一員
選
挙
人
忽
室

、
一
旦
干
日

一

一

島

直

、
桜
田
久
雄
、
大
久
保
忠
明
一か
ら
こ
月
三
日
ま
で
の
十
五
日
間

一ム
特

別

有

功

千

蔭

山

妻
、
一角
野
妻
、
野
中
富

妻

、
松
崎
一つ
ぎ
の
と
お
り
関
係
人
の
縦
覧
に

一
末
岡
渉

一
和
春
、
指
田
熊
夫
、
末
永
大
二
、
一供
し
ま
す
。

③
病
気
、
負
傷
、
袋
、
不
具
、
一不
在
者
投
票
ぞ
行
な

2
5、
末

現

在

、
選
挙
管
理
委
員
会
三

有
功
輩
H
田
崎
ヒ
ロ
シ
、
竺

梶
原
語
、
岩
永
福
美
、
今
里
菊

一ム
縦
覧
場
所
有
甫
選
挙
管
理

震

に
あ
る
た
め
歩
く
乙
と
が

一一

定
要
の
証
裂
の
拠
出
な
ど
一事
務
局
に
お
間
合
ゼ
の
う
え
、
三

原
忠
、
楠
本
好
郎
、
釜
石
正
義
、
一
議
、
吉
田
空

、
浜
口
巌
、
旦

霊

会

事

務

局

い
ち
じ
る
し
く
困
難
な
選
挙

人

畜

最

小
限
の
手
続
か
必
要
で
す
一れ
ら
の
ま
に
該
当
す
る
人
は
じ
一
時
敏
視
、
柳
原
久
、

禁

旦

川
千
代
城
、
朝
長
和
昭
、
黒
川
保

一ム
縦
覧
時
陛
午
前
八
時
三
十
分

(
乙
の
場
合
在
宅
投
票
U
で
き

一が
、
そ
れ
ほ
ど
面
倒
な
も
の
で
は

一
ゅ
う
ぶ
ん
活
用
し
て
貴
重
な
一票一

【
一
永
年
勤
続
者
県
協

一次
、
開
田
悟

一

か
ら
午
稜
貰
時
ま
で

ま
せ
ん
)

一あ
り
ま
せ

ん

。

一

を

行

使

い

た

し

ま

し

ょ

う

。

会

長

、

市

長

表

E
M

知
事
、
県
議
補
欠
選
挙
の

h 

" 

E 
~ 

H 

G 
r: 

.: 

E; 
£ 

:: 

<'. 

投
票
所
な
ど
き
ま
る

E
・E
・-
u
一一r
・日ぶ一一
r上
h
h
u

・“
・
L
r
UTau-
一γ
t
L
U
'む
e
uu
u
u
e

門
市
長
表
彰
】

新
議
長
に
津
田

一
郎
氏

き
た
る
二
月
二
十
五
日
に
執
行
さ
一
で
な
げ
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、一

+
品
問
、

長
崎
県
知
事
選

れ
る
長
崎
県
知
事
選
挙
お
よ
び
長
一
投
票
所
へ
お
出
で
に
な
る
場
合
は
一
期

ま

挙
お
よ
び
県
雲

崎
県
麟
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
一
ぜ
ひ
一

度
入
場
券
記
載
の
投
票
所
一

νじ
l
l

議
員
補
欠
選
挙
に

所
を
、
別
衰
の
と
お
り
予
定
し
て

一を
お
確
か
め
の
う
え
、
お
間
違
い
一

ω
u
r
I
お
り
る
不
在
者
投

お
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
と
く

に

お

願

一

妻

子

妻

、

つ
ぎ
の
と

ま
ず

一
い
い
た
し
ま
す
。

一弁
民
同
つ
お
り
取
扱
い
ま
す

菜
、
そ
れ
ぞ

れ

農
地
区
の
投
一

選

管

事

務

局

に

霊

同

ζ

ト

2
の
で
お
知
ら
せ
い

票
所
名
は
、
投
聖
断
入
場
券
に
記

一

一

・
6

た
し
ま
す
。

一

設

置

つ

二

一

三

番
】
一

載
し
て
あ
り
ま
す
が
、
乙
ん
ど
の

一

一

ム
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

選
挙
か
ら
、
従
来
の
投
票
所
と
変
一
長
崎
県
知
事
お
よ
び
県
融
会
前

一1
県
知
事
選
挙
一
月
三
十
一
日

更
に
な
っ
た
区
域
が
一
部
あ
り
ま
一
員
補
欠
選
挙
事
務
執
行
の
た
め
、

一
か
ら
二
月
二
十
四
日
ま
で

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一退
庁
後
の
電
話
を
つ
ぎ
の
と
お
り
一

2
県
職
補
欠
選
挙
=
月
十
日
か

投
票
は
、
入
場
券
配
載
の
投
票
所
一

設
置
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

ど
利
一

ら
二
月
二
十
四
日
ま
で

一周
く
だ
さ
い
。

一ム
投
票
時
間

午
前
八
時
三
十
分

一
ム
電
話
萱
勺
一
三
一
三
番
一

か
ら
午
後
五
時
ま
で

一

む

提

訴

何

ら

一

ム

語

町

務

訪

問

昨

日

目

こ

式

一一

日

山

口

出

迎

ゎ

U
h
jに
は
じ
ま
り
、

一品
刊

訪

日

ド

の

訓

示

、

一
②
土
曜
日
は
正
午
か
ら

一
な
な
め
前

)

-nM一一
午
前
九
時
二
一
十
分
か
一山
口
消
防
団
長

ω人
員
報
告
、
岡
県
知
事
代
理
小
山
川
副
知
事
、
小
吉

一
③
日
摺
祝
日
は
午
前
八
時
ゴ
干

分

子

在

者
投
票

の

事

由

一

Z
1ら
県
立
園
芸
高
校
連
一装
、
機
械
賀
の
点
検
が
行
な
わ
一県
消
防
協
章
、
森
市
議
会
鵠
長

一

か

ら

-

①

選

挙

当

日

大

村

市

外

に

お

い

一

出

玉

で

、
紺
の

ハ
ッ
一

れ
た
あ
と
、
永
年
震
や
優
良
消
一山

口

大

村

菱

重

量

の

お

一
右
以
外
の
一
般
執
務
時
間
号
、

て
職
務
ま
た
は
業
務
に
従
軍

F
3一
ピ
に
身
ぞ
固
め
た
団
一
防
団
員
、
長
い
間
消
防
団
員
と
し

一祝
い
の
乙
と
ば
が
あ
っ
て
山
口
団

一
胃
尚
一
三
二
番
(
市
役
所
)
で
の
選
挙
人

一
附

似

一

員
七
百
六
十
八
名
、
一て
活
昭

レ
退
凶
さ
れ
た
か
た
、
お
一畏
の
答
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

一選

管

室

gし
く
だ
さ
い
。

①
選
挙
当
日
や
む
を
得
な
い
用
一

白

町

一

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
一よ
び

一
般
人
で
消
防
に
協
力
三
乙
の
あ
と
山
口
団
長
の
指
揮
で

一
な
お
、
乙
の
ほ
か
百
通
の
臨
富
務
ま
た
は
事
故
の
た
め
大
村
市

一

r
L
十
一
台
、
小
型
動
力
一た
か
た
が
た
に
野
崎
県
言
、
長

第
十
四
分
団
-
鈴
困
地
区
)
喜

一括
を
選
挙
の
期
間
申
設
置
の
予
定
外
に
旅
行
中
ま
た
は
滞
在
中
の

一ポ
ン
プ
三
台
ど
来
費
、
被
表
彰
者
一崎
県
消
防
協
会
長
、
大
村
市
長
か
一よ
る
中
隊
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
、

で

す

。

選

挙

人

一ら
多
数
が
参
加
レ
て
盛
大
に
行
な
一

ら
表
彰
状
、
感
謝
状
お
よ
び
記
念

一団
員
、
車
両
の
順
に
威
風
堂
々
の

I 2月25日は
j県知 事選挙i
i県議会議員補欠選挙 j

の投票日

ム
三
十
年
勤
続
H
富
浦
松
行
、
一

優
良
消
防
団
員

H
福
田
静
雄
一
一
月
十
八
日
の
市
議
会
臨
時
会

藤

富

雄

一回
淵
豊
、
後
藤
語
、
山
本
正
、
一に
お
い
て
市
欝
会
議
長
森
県
民

ム
二
十
年
勤
続
H
伏
原
熊
雄

一宮
田
空
割
、
長
岡
徳
夫
、
渡
辺
正

一が
辞
任
し
、
後
任
輯
臣
官
に
津
田
-

山
田
敏
徳
、
大
祥
又
一
次
郎
、
渡
辺

一雄
、
北
村
初
郎
、
井
手
次
郎
、
佐

一郎
圧
が
就
任
し
ま
し
た
。

政
雄
、
岩
本
正
利
、

杉
本
敏
夫
、
一藤
朗
、
宮
田
て
喜
々
津
弘
、
朝
一

北
村
初
郎
、
柳
原
久
、
大
杉
宰
吉
一
長
正
治
、
小
山
勇
作
、
一
瀬
近
畿
一

井
森
古
寿
、
宮
田
賀
義
、
山
口
敏
一
吉
川
秀
満

一

雄
、
柳
原
国
輩
、
宮
的
武
、
松
尾
一
心
無
火
災
分
回
日
第
九
、
十

一

度葉区 投票所 11

1 今村公民舘

2 三浦出張所

3 鈴回出張所

4 大村，1¥学校

5 商工会議所

6 中央公氏舘

7 東太村 山掌枝

8 辻田町徴神堂

9 古町公民舘
10 西大村出張斤T
11 松並第二公民舘

12 諏訪公民舘
13 竹松手挟 の家
14 竹松ぜ7娃園

15 萱頼，1¥学校

16 黒木，1¥学校
17 福重出張仔1

-< 

18松原小学校

投票所一覧表

火

の

用

団
員
の
勇
姿
と
装
備
を
展
開

永

年

勤

続

者

な

ど

表

彰

⑨つ

襲五
百両"-，，コ
震は

量挙
用十
和日
受以

22 
主主け
だ出
);士て:

を是
弓示

短
時
転本
出雲

皇宮
椛入

Eレ

25 
ゐた
情は

童基
の倖

賢治
ーー E蛤
ま退

在先
也時'itf ___ 

員t
の伝
庄保

委守
層 健
Lづ保

喜船

露語
衛
昨日

謀震
保

特

国
保

、
1し、

写真上=市中行進、下=隙州器具を点検する大村市長



(二)(才307号)りよ

一月
中
旬
に
一一目~‘

粛
駆
除

大村市政だ

食
物
の
残
り
は
整
理
す
る

同

i
l--m
ネ
ズ
ミ
め
駆

-
4
+』
』
除
万
法
は
さ

~
c
u
w
一
き

(
一
月
十

h

防
隊
一
日
発
行
本
紙

一

Mm一
掲
載
、

ネ
ズ

F

山
間
刊
一
ミ
の
生
態
と

-
庁
'
~
-
駆
除
)
に
油

-

~

べ

ま

し

た

三

目、、、-

】

町

つ

の

駆

除

万

】
ザ
ヘ
【
法
、
つ
ま
り

】

1

I

1

h

て
環
塙
的

て

不

一

駆
除
万
法

r
l
L
二
、
殺
そ
器

に
よ
る
駆
除
方
法

一ニ
、
審
餌
じ
よ
る
駆
除
方
法

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
も
っ
と

も
基
本
的
な
乙
と
は
環
境
的
駆

除
万
法
で
す
。
そ
め
環
塙
と
は

ネ
ズ
ミ
の
場
合
は
食
物
と
、
か

く
れ
場
所
で
と
の
ニ
つ
の
要
素

を
な
く
す
乙
と
が
第
}
で
す
。

具
体
的
に
述
べ
ま
す
と
、
第
一

に
個
人
個
人
が
食
物
の
残
り
も

の
な
ど
を
よ
く
整
理
し
て
、

ネ

ズ
ミ
に
食
物
を
あ
た
え
な
い
乙

と。第二
に
台
所
、
ゴ
ミ
箱
、
穀
物

(毎月1日.10日.20日発行〉
昭和n年 1月20日

(昭和33年4月Z2日第三種郵便物認可)

-
E
E
m
-
-
z
m
E
E
平
常
食

薬
剤
の
配
置
場
所

-
-
E
m
-
-
-
E
E
E
物
の
な

い
所
、
タ
ン
ス
の
上
や
押
入
、

天
井
裏
に
お
い
て
も
警
戒
し
て

容
易
に
食
べ
ま
せ
ん
し
、

ネ
ズ

ミ
の
通
路
、
ま
た
は
穴
の
前
な

ど
も
不
適
当
で
す
。

常
に
ネ
ズ
ミ
が
食
物
を
あ
さ
り

に
来
る
所
へ
お
く
乙
と
で
す
。

幼
稚
園
児
を
募
集

-
E

=
一====EP
乙
の
薬
剤

ク
マ
リ
ン
茅

薬
剤
の
作
用
の
作
用
は

三
E
E
-
-
E
E

ネ
ズ
ミ
の

体
内
に
摂
取
さ
れ
る
と
血
液
の

固
ぎ
る
作
用
が
失
わ
れ
て
徐
々

に
内
出
血
栓
お
と
し
、

次
第
に

全
身
の
機
能
が
破
壊
さ
れ
て
死

に
ま
す
の
で
、
少
量
ず
つ
数
日

市
教
育
委
員
会
で
は
昭
和
三

十
七
年
度
の
市
立
幼
稚
園
児
の

入
園
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
一
月
三
十
一
日
ま

で
に
、
も
よ
り
の
幼
稚
園
に
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ム
募
集
人
員

三
浦
幼
稚
園

大
村
幼
稚
園

中
央
幼
稚
園

四
O
名

一
五
O
名

一二

O
名

成
人
者
の
前
途
を
祝
福

多

彩

な

催

し

1
成

人

式

西
大
村
幼
税
幽

竹
松
幼
稚
園

福
重
幼
稚
園

松
原
幼
稚
園

司
日

一二

O
名

一
五
O
名

六
O
名

六
O
名

七
O
O名

乙
と
し
あ
た
ら
し
く
、
社
会
人

一辞
が
あ
り
ま
し
た
。

一

一

一

の
で
、
前
年
{
昭
和
三
十
四
年
か

と
し
て
、
お
と
な
た
ち
の
な
か
ま

一
と
の
あ
と
長
崎
大
学
医
学
部
安
一

ら
昨
年
ま
で
毎

年

玉
県

贈
ら

入
り
し
た
成
人
者
千
二
十
三
名
を一
中
正
哉
教
授
の
「
欧
米
雑
感
」

と
一
れ
て
い
ま
す
)
ま
で
の
分
と
合
せ

お
祝
い、

激
ま
す
成
人
式
は
一
月

一題
す
る
記
念
講
演
が
行
な
わ
れ
、

一四
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

十
五
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
申

一つ
つ
い
て
、

レ
ク
レ

l
シ
ョ
ン
と一

一

一
適
当
均
時
期
に
植
樹
す
る
予
定
に

央
公
民
舘
で
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま

一し
て
、
大
村
吟
詠
協
会
員
じ
よ
る一

な
っ
て
い
ま
す
。

し

た

。

一

詩
吟
、
大
村
中
学
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
一

と
め
目
晴
れ
て
成
人
の
日
章

一演
奏
、
舞
踊
な
ど
多
彩
な
催
し
〈
一
【
写
真
H
成
人
の
ぎ

を
胸
に
秘

一

ヵ
一め
た
若
人
た
ち
】
【
円
内
は
力
強

え
喜
び
と
希
望
に
胸
ま
く
ら
ま
一
行
な
わ
れ
、
成
人
者
の
前
途

亙

く
答

率

ベ
る
男
子
代
表
(
左
)

せ
た
成
人
者
約
九
百
名
と
大
村
市

一福
し
ま
し
た。

一
と
女
子
代
表

(
右
)
】

長
、
来
賓
と
し
て
長
崎
県
知
事

一

当
日
県
知
事
か
ら
成
人
手
帳
が一

一(
田
代
大
村
保
健
所
長
)
森
市
議
会
一
県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
パ
ン
フ

一
長
田
さ
ん
七
千
円
を
寄
付

一
議
長
、
富
永
教
育
委
員
長
品
多
数
一
レ

ッ
ト
「
新
有
権
者
と
選
挙
」
さ
一
市
内
申
岳
郷
長
田
広
治
さ
ん
(
萱

一が
出
席
、
式
は
h
q

君
が
代
。
の
斉
一
ら
に
大
村
市
か
ら
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
一
瀬
郵
便
局
長
)
は

一
月
五
日
七
千

一唱
に
は
泣
ま
り
、
大
村
市
長
の
式
一
「
郷
土
出
身
先
輩
出
悌
人
の
面
影
」
一
円
を
市
教
育
委
員
会
に
寄
付
さ
れ

一辞
、
県
知
事
、
教
育
委
員
長
、
高

一
(
郷
土
出
身
十
七
名
の
写
真
と
略
一ま
し
た
。
と
れ
は
成
人
式
に
大
村

一
松
県
議
会
議
員
の
お
祝
い
の
と
と
一
歴
を
掲
載
)
が
贈
ら
れ
ま
レ
た
。

一市
出
身
の
先
輩
偉
人
の
写
真
と
略

に
わ
た
っ
て
根
気
よ
く
連
続
投
一
は
が
あ
っ
て
、
成
人
者
代
表

(男

一

な
お、

大
村
信
用
金
庫
か
ら
成
一歴
を
成
人
者
に
配
布
し
ま
し
た
が

与
す
る
乙
と
が
必
要
で
す
。

子

鳥
山
昇
君
"
向
陽
町
、
女
子
藤
一
人
者
に
対
し
、
記
念
植
樹
代
と
し

一そ
の
写
真
の
印
刷
費
用
に
寄
付
さ

宮
昭
子
さ
ん
H
小
路
口
郷
)
の
答
一
て

一
万
円
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
一れ
た
も
の
で
す
。

S
『

J
F
S
W
問、.
4
2
s
s
、‘4
r
s百司、
4
2選
、
、

42
S
却下
も

込
総
投
明
、

4J
S可
、
4

・S蕊投
下

1
5選対、

た
と
え
ば
食
品
倉
庫
、
納
屋
、
二
日

t
一二
十
三
年
四
月

一
日
出
学
の
受
入
構
備
の
た
め
必
要
で

物
置
、
調
理
場
あ
る
い
は
ネ
ズ

生

児

す

か

ら
福
祉
事
務
所
ま
で
お
知

ミ
の
通
路
か
ら
少
し
は
な
れ
た

ム
入
国
期
日
四
月
十
一
日
ら
せ
く
だ
さ
い
。

物
陰
で
ネ
ズ
ミ

の

発

見

さ

れ

(

市

教

育

畏

員

会

)

(

福

祉

事

務

所

)

易
い
場
所
な
ど
で
す
。

(
保
険
衛
生
課
)

置
場
、
家
醤
小
屋
等
に
侵
入
し

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

乙
れ
が
完
全
に
な
る
と
、

一
番

利
巧
な
動
物
か
ら
一

番
馬
鹿
で

貧
欲
な
動
物
に
変
り
、
寵
餌
と

か
、
殺
そ
器
に
、
い
と
も
簡
単

に
ひ
っ
か
か
る
わ
け
で
す
。

大
村
市
で
は
二
月
中
旬
に
市
内

一
斉
ネ
ズ
ミ
駆
除
春
実
施
す
る

予
定
で
ま
が
、
そ
の
前
に
前
記

の
環
塙
的
駆
除
を
各
家
庭
で
は

徹
底
的
に
お
こ
な
っ
て
お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
殺一

ん引山川♂
ιι

そ
品
剤
の
写
予
定
否
は
ク

zマリ5ン系出襲竺探竺
一ん~ん~.一ソ川.げぺぺい~~..
 '
お
J

~

沼」
J
J
勺(主コ
~
J
J
、
ぜ
J
・.
疲
山
川
町

剤
を
選
定
し
て
お
り
ま
す
。

一

3/
炉

-Fγ
￥
'W》

?
p

(
昭
和
三
十
五
年
市
内
一
斉
ネ
リ

i
K
2
5
5
JU
火
山

γse;ιIhrHUIrkrfHIn-U232k

ズ
ミ
駆
除
に
は
黄
燐
剤
ネ
コ
イ

一

ラ
ズ
因
子
一
号
を
使
っ
て
い
ま
一

す
。
)

ム
保
育
料
月
五
百
円

ム
入
園
料
五
百
円

A
年
令
一
年
次
H
昭
和
三
十

一
年
四
月
二
日
J
三
十
二
年
四

月
一
日
l
出
生
児

一一年
次
H
昭
和
三
十
二
年
四
月

身
体
障
害
者
の
か
た
へ

身
体
の
不
自
由
な
か
た
で
つ

ぎ
の
寮
ま
た
は
指
導
所
へ
入
所

(寮
)
希
望
さ
れ
る
か
た
は
福

祉
事
務
所
ヘ
急
い
で
お
出
向
き

く
だ
さ
い
。

①
神
戸
光
明
寮
日
あ
ん
ま
術
ほ

品

μ①
東
京
ろ
p

つ
あ
者
更
生
指
導
所

③
長
崎
県
身
体
障
害
者
更
生
指

導
所
H
科
目
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。時
計
、
洋
裁
、
ラ
ジ
オ
、
謄

写
筆
耕
各
科
、
そ
の
ほ
か
回

復
、
生
活
訓
練
も
行
な
い
ま

す
。
(
福
祉
事
務
所
)

盲
児
を
調
査

盲
児
の
お
ら
れ
る
か
た
は
i

入

占
領
軍
等
の
行
鴬
に
よ

る
被
害
者
に
給
付
金
を

増
額

連
合
国
占
領
軍
等
の
行
為
に
よ

る
被
害
者
に
対
す
る
給
付
金
を

支
給
す
る
法
揮
が
国
会
で
成
立

し
、
ゴ
一
カ
年
計
画
で
近
く
増
額

分
の
支
給
が
開
始
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

該
当
者
で
届

出
て
い
な
い
か
た
は

一
応
福
祉

事
務
附
へ
お
出
向
き
の
う
え
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
(
福
祉
事
務
所
)

ラ
ジ
オ
農
業
学
校

の
入
学
者
募
集

県
で
は
四
月
二
日
か
ら
開
設

さ
れ
る
悶
和
三
十
七
年
度
長
崎

県
ラ
ジ
オ
農
業
学
校
の
入
学
者

ず。
ま
だ
申
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い

市
連
合
婦
人
会
で
ま
か
た
は
室
急
福
祉
事
務
所
へ
お
出

リ
ー
向
き
く
だ
さ
い
。

食
品
類
な
ど
の
手
入
れ
を
い
い
か

二
月
四
日
午
前
十
時

カ

ー

(
福
祉
事
務
所
)
げ
ん
に
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

ら
長
安
寺
で
カ
ル
タ
会

食
器
は
、
よ
ご
れ
た
も
の
は
、
ザ

を
行
な
い
ま
す
。

ー
ザ
l
水
道
の
水
巻
流
し
な
が
ら

参
加
希
望
者

は

一

月

求

人

案

内

下
洗
い
し
、
ゆ
す
ぎ
は
、
た
っ
ぷ

三
十

一
日
ま
で
市
教
委
社
会
教
育

E
5
2
i
3
5〉ミ
5
3

り
し
た
熱
湯
に
つ
け
る
よ
う
に
し

大
村
市
社
会
福
祉
協
融
会
で
は
課
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い。

参
加Z

【
市
内
】
男
子
ム
三
輪
車
運
転
手
ま
ず
。
そ
う
す
る
と
食
器
自
身
の

昨
年
十
一
月
十
日
発
行
の
市
政

は

個
人
、
団
体
(
五
人
一
組
)
い

・
年
令
不
問
・
通
勤
回
収
四
百
円
熱
で
か
わ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

だ
よ
り
に
も
掲
載
し
ま
し
た
よ
ず
れ
で
も
よ
く、

会
費
は
個
人
、
ー
五
百
円
、
助
手
、

ご
十
才
前
後

の
お
拐
で
ふ
き
ん
な
ど
洗
っ
て
お

弓
に
低
所
得
者
に
対
し
て
生
活

団
体
と
も
お
と
な
百
円
、
申
学
住

月
軟
九
千
円
ム
配
達
員
、
二
十
才
き
ま
し
ょ
う
。
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム

資
金
、
生
業
資
金
、
そ
の
他
の
資
以
下
五
十
円
で
す
。

前
後
、
月
収
七
平
円
ム
四
輪
車
運
製
品
は
、
水
の
な
か
の
酸
の
た
め

金
そ
貸
付
げ
て
お
り
ま
す
が
、
(
市
教
委
)
転
手
二
十
才
前
後
(
但
し
独
身
佳
に
穴
が
あ
い
た
り
表
面
が
ぶ
つ
ぶ

と
く
に
三
月
に
は
中
学
を
結
え

在

外
私
有

財

産

込

可

能

者

)

月

収

一

万

五

千

円

つ

に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

使
用
後

て
就
職
す
る
か
た
ヘ
支
度
資
金

の

請

求

権

登

録

ム

現

場

雑

役

、

初

才

t
m才
月
収
は
水
分
を
フ
キ
ジ
で
ふ
き
と
り
か

を
つ
ぎ
の
と
お
り
貸
付
け
ま
す

七
千
円
l
八
千
円
ム
セ
メ
ン
ト
瓦
わ
か
し
て
お
く
と
な
が
も
ち
し
ま

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

在
外
私
有
財
産
の
請
求
楢
登

工
員、

m
tお
才
、
目
牧
三
百
円
す
。

ま
た
ア
ル
マ
イ
ト
製
品
は
表

ム
低
所
得
者
で
就
職
の
支
区
L

録
が
全
国
一
斉
一
に
実
施
さ
れ
る

E

)

l

一一
一

百

五

十

円

面

が
加
工
し
て
あ
り
ま
ず
か
ら
生

要
す
る
暫
用
が
他
か
ら
借
り
入
と
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
理

【
女
子
】

A
雑
役
、
年
令
不
問
、

地
を
出
さ
ぬ
よ
う
に
石
け
ん
な
ど

れ
の
で
き
な
い
人

事
、
代
議
員
の
か
た
に
申
出
て

回
収
百
八
十
円
ム
炊
事
婦
、
児
才
で
軽
く
洗
う
よ
う
に
習
慣
づ
げ
て

ふ
貸
付
け
金
額
の
限
度
五
平
円

詳
細
を
お
た
ず
ね
の
う
え
、

ニ

ー
必
才
、
回
収
二
百
円
J
二
百
五
お
き
ま
し
ょ
う
o

A
償
還
期
間

一
カ
年
(
月
賦
一
月

一
日
か
ら
二
月
五
日
ま
で
こt
十
円
(
涌
動
、
住
込
可
)
ム
看
護

ム
利

子

無

利

子

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

婦
見
習
、
初
才
前
後
、
住
込
用
牧

ム
保
証
人
確
実
な
人
一
人
弾
事
、
代
議
員
が
わ
か
ら
よァ
六
千
五
百
円
ム
后
員
、
加
才
前
後
、

ム
就
職
証
明
書
添
付
の
と
と
い
か
た
は
、
直
接
福
祉
事
務
斤-
月
収
五
千
円
J
六
千
五
百
円
ム
女

心
申
込
先
担
当
の
民
生
委
員
内
引
揚
者
団
体
大
村
支
部
に
ホ

申
日
才
t
何
才
、
月
政
二
千
五
百

を
経
て
大
村
市
社
会
福
祉
協
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

円
1
四
千
円
(
通
勤
住
込
可
)

議

会

へ

申

込

む

乙

と

(

引

揚
者
団
体
大
村
支
部
)

ム
事
務
員
、
初
才
前
後
、
月
収
五

申
込
用
紙
は
福
加
事
務
附
内
同

千
五
百
円
1
六
千
円

弓

務

所

に

用

意

し

て

あ

り

ま

(

大

村

公

共

職

業

安

定

所

)

(
大
村
市
社
会
届
祉
協
議
会
)

を
ヲ
ぎ
の
要
領
で
募
集
し
て
い

ま
す
。
ム
募
集
間
間

一
月
三
十
一
日

ま
で
市
農
林
課
、
教
育
署
員
会

も
よ
り
の
農
協
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

ム
テ
キ
ス
ト
の
爾
類
と
部
門
別

入
学
金
(
テ
よ
ス
ト
代
に
充
当
)

テ
キ
ス
ト
名
H
農
業

一
般
・
水

再
編
、
畜
産
・
果
喧
編
、
入
学

金
日
各
編
と
も
百
二
十
円

ム
テ
キ
ス
ト
は
三
月
下
旬
ま
で

に
受
講
者
に
配
布

ム
放
送

月
、
火
曜
日
麗
業
一

般
百
二
回
、
水
曜
日
果
樹
七
十

八
回
、
木
曜
H
畜
産
七
十
八
回

金
曜
H
水
産
五
十
三
回
、
土
曜

日
四
、
六
、
八
、
十
、
十
二
、
ニ

の
月
は
果
樹
、
五
、

七
、
九
、

十
一
、
一

、
三
の
月
は
畜
産

放
送
時
間
は
い
ず
れ
も

N
H

K
第
二
放
送
の
午
前
六
時
三
十

分
か
ら
十
五
分
間
で
す
。

(
県
農
業
改
度
普
及
附
)

支
度
資
金
を
貸
付

中
小
企
業
経
営
上
の

定
期
相
談
日
を
開
設

県
中
小
企
業
指
導
セ
ン
タ
ー

で
は
と
の
た
び
定
期
相
談
日
を

殻
け
、
皆
様
の
企
業
の
経
営
上

の
悩
み
や
苦
し
み
に
つ
い
て
の

相
談
に
応
じ
る
た
め
、
つ
ぎ
の

と
お
り
巡
回
相
談
を
行
な
い
ま

す。
商
庖
、
工
場
等
に
つ
い
て
経

営
上
の
悩
み
を
お
も
ち
の
か
た

は
気
軽
る
に
相
談
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

ム
開
設
日
時
毎
月
第
四
木
曜

日
(
第
一
回
目
は
二
月
二
十
二

日
)
ム
場
所
大
村
商
工
会
融
所

(
商
工
水
産
課
)

力)1-タ会の申

込み月末まで
肢
体
障
害
者
の
か
た
へ

肢
体
障
害
者
協
会
大
村
支
部
で
は

会
員
の
申
込
み
を
受
付
け
て
い
ま

土 をを に角 土・す要 【

の強よ要ま、土入五。は本￥
浮 くくふす分入れセ土申葉真
きししみのけれしンは耕がの
上 ま、はでつがまデ良、四手
るす 寒土注 し 傑 すぐく土 J入
の。さの意てす。ら 砕d入五品
巻まに水しいぎ いいれ枚行
防た耐分まるる のでの出】
ぎ 霜 えのし芽と 厚 一時て
ま柱る調ょが、 さ 1期い
すで力節う死折 にーでる

ははせにいまき乳産畜な【う晴
で井ま出 晴 し 問 牛卵は寒畜。天
(き戸ししれよ風はをすさ奮 の
県 ま水よてたうが乳やきが己 日
題せ よう日目。入をめまや 中
業 λノり。光にとら曲、風つと に
改 。つま浴はくなし豚にてれ 行
良 めたと努にいまは弱飛か な
普 た与運め乳ょせ肥くまら い
及 いえ動て牛うんえ、す太 ま
所 もるも 声 はに。ず鶏。格 し
) の水さ夕、ト暖しず、は 家 的 よ

メ

モ

!!食什
!!器 H
iiのii
ii手 ii
iiゑ

帳

す

今

年

使
用
す
る
米

通

ま

の

通

帳

を

つ
ぎ
の
要

以
り
領
で
配
布
し
ま
す
。

制

変

ム

新

通

帳
使
用
開
始

米

が

日

二

月

一

日

ム
新
通
帳
は
米
屋
さ
ん
ま
た
は

町
務
連
絡
委
員
か
ら
配
布
さ
れ

ま
す
。
ム
旧
通
帳
は
米
屋
さ
ん
に
返
え

し
て
く
だ
さ
い
。
(
市
民
課
)


